
区ビジョンまちづくり計画策定に係る江南区自治協議会ワークショップの実施内容

開催概要

区⺠と⾏政が区の将来像を共有し、お互いに役割を分担しながら協働するため、区⾃治協議会に代表される区⺠と、区役所が協働し策定する
「区ビジョン基本方針」に基づき、まちづくりの具体的な取組みを明らかにする計画

次期計画期間 令和5年度〜令和12年度

●SDGs(持続可能な開発目標)への関心の高まり

主な外部環境の変化
●人口減少、少子・高齢化が加速化

●新型コロナウイルス感染症の影響
・地域コミュニティの弱体化
・デジタル化の必要性に対する認識の高まり
・地方への関心の高まり など

日時：11月25日(木)午前9時30分～11時
会場：江南区役所302会議室
内容：①現行の区ビジョンまちづくり計画のふりかえり

②次期区ビジョンまちづくり計画策定に向けた今後の
方向性の検討

●社会保障費の増⼤や税収等の増加が⾒込めない中
道路や公園などのインフラや公共施設が⽼朽化し、
維持管理・更新費⽤が増⼤

区ビジョンとは

各施策のこれまでの取り組みをプラス・マイナスで評価
※宿題として事前に付箋に記載

評価などを基に各施策の今後の方向性についてとりまとめる

目指す区のすがたの今後の方向性をとりまとめ、発表

■ワークショップは目指す区のすがたごとに班を分けて実施
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現在の区ビジョンまちづくり計画で設定されて
いる「区の将来像」と「めざす姿」

①目指す区のすがた
の実現に向け、実施
した取り組みの概要
を説明しています。

②取り組みを実
施しての現状と
今後の課題を説
明しています。

11月のワークショップまでに
準備していただきたいこと
11月のワークショップまでに
準備していただきたいこと

１. まず、「現状把握シート」の①と②を
読み、各取り組みに対して評価を⾏って
ください。

２ .色の付せんを配布しますので（1）
（2）といった施策ごとに、

プラスの評価はピンクの付せん
マイナスの評価は⻘の付せん

にあらかじめ記入してください。
全ての施策でプラスの評価とマイナスの
評価をする必要はありません。

付せんは当日ご持参いただき、ワーク
ショップの中で使⽤します。

３. 評価した後に、③「将来に想定される課
題・変化」を確認してください。
１で⾏った評価と今後の変化などを踏まえ、
これから進むべき方向やどんなことに重
きをおくか、考えてきてください。
お考えはワークショップの中で発表してい
ただきます。

③この先に想定
される課題や変
化を説明してい
ます。

評価のご意見は
付せん１枚に
いくつも書かず、
１つずつ記入し
てください。

不法投棄は
まだまだ
多い。

整備された遊
歩道は健康づ
くりに役立っ
ている。

〈記載例〉



（現在の「目指す区のすがた」）

I. 豊かな自然と都市機能の調和が取れたまち

ワークショップでの意見交換とまとめ方（イメージ）

これまでの取り組み 取り組みの評価

こ
う
あ
り
た
い
将
来
（
目
指
す
姿
）
や
変
化
を
考
え
な
が
ら

こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

これからの方向性

１. 都市機能の向上

（1）道路網の充実

プラスの
評価

マイナスの
評価

（2）公共交通の利便性
の向上

プラスの
評価

マイナスの
評価

（3）計画的な土地利用 プラスの
評価

マイナスの
評価

２. 憩いの空間づくり

（1）水辺空間の活用

プラスの
評価

マイナスの
評価

各自が書いてきた付せ
んをグループで確認し
ながら貼っていきます

考えてきたこと
を発表し、記録
します。

こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
ま
と
め
ま
す

評価が多い項目か
ら意⾒交換を⾏う
など、全ての施策
について方向性が
記載されなくても
構いません。


